
　６月３日に、「令和６年度森林・林業白書」（令和
６年度森林及び林業の動向、令和７年度森林及び林
業施策）が閣議決定されましたので、その概要につ
いて、構成に沿って紹介します。
　国民の皆様に理解を深めていただけるよう、特集
では特定のテーマを深掘りして記述するとともに、
各章で森林・林業・木材産業全体について体系的に
記述・分析しています。また、図表、写真、事例等
を盛り込み、読みやすい白書となるよう心掛けてい
ます。この記事で関心を持った箇所がありましたら
本文も是非お読みください。

特 集

令和6年度
森林・林業白書の公表

～「生物多様性を高める林業経営と木材利用」を特集～
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今
回
の
白
書
の
特
集
は
、
初
め
て
生

物
多
様
性
を
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
、

「
生
物
多
様
性
を
高
め
る
林
業
経
営
と

木
材
利
用
」と
し
ま
し
た
。

健
全
な
生
物
多
様
性
の
確
保
は
、
食

料
や
水
、
大
気
中
の
酸
素
の
供
給
な
ど

様
々
な
恩
恵
を
も
た
ら
し
、
人
々
の
暮

ら
し
を
支
え
て
い
ま
す
。
生
物
多
様
性

の
確
保
は
、
気
候
変
動
と
並
ぶ
地
球
規

模
の
課
題
で
あ
り
、
国
内
外
で
関
心
の

高
ま
り
が
み
ら
れ
ま
す
。

特
集
で
は
、
生
物
多
様
性
の
重
要
性

や
関
心
の
高
ま
り
、
日
本
の
森
林
が
高

い
生
物
多
様
性
を
誇
る
こ
と
を
解
説
す

る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
保
全
の
取

組
や
、
生
物
多
様
性
を
高
め
る
林
業
経

営
と
持
続
可
能
な
木
材
利
用
の
今
後
の

方
向
性
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

生
物
多
様
性
の
重
要
性
と
関
心

の
高
ま
り

１
　
森
林
の
生
物
多
様
性
の
確
保
は
、
木

材
等
の
生
産
や
水
源
の
涵
養
等
の
機
能

の
維
持
・
向
上
に
関
わ
っ
て
お
り
、
こ

れ
が
損
な
わ
れ
る
と
、
生
態
系
サ
ー
ビ

ス
の
レ
ベ
ル
の
低
下
や
、
将
来
に
わ
た

る
暮
ら
し
の
基
盤
の
喪
失
に
つ
な
が
り

ま
す
。

国
際
的
な
動
き
と
し
て
、
2
0
2
2

年
12
月
に
は
、「
昆
明
・
モ
ン
ト
リ

オ
ー
ル
生
物
多
様
性
枠
組
」
が
採
択
さ

れ
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
（
注
１
）

の
考
え
方
や
30 

by 

30
目
標（
注
２
）が
掲

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
国
内
で
も
「
民
間

の
取
組
等
に
よ
っ
て
生
物
多
様
性
の

保
全
が
図
ら
れ
て
い
る
区
域
」
を
「
自

然
共
生
サ
イ
ト
」
と
し
て
認
定
す
る

仕
組
み
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
民
間
企
業
に
お
い
て
も
「
自
然
関

連
財
務
情
報
開
示
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス

（
T
N
F
D
）」
提
言
等
に
よ
り
、
生
物

多
様
性
等
に
関
す
る
情
報
開
示
が
求
め

ら
れ
る
動
き
が
み
ら
れ
ま
す
。

我
が
国
の
森
林
に
お
け
る
生
物
多

様
性
と
こ
れ
ま
で
の
保
全
の
取
組

2日
本
は
南
北
に
長
く
、
海
岸
か
ら
山

岳
ま
で
の
標
高
差
が
あ
っ
て
多
様
な
気

候
帯
に
属
す
る
な
ど
、
多
様
な
生
物
の

生
育
・
生
息
環
境
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
国
土
の
約
３
分
の
２
を
占
め
る
森

林
は
、
原
生
的
な
天
然
林
か
ら
人
工
林

ま
で
、
多
様
な
森
林
が
存
在
し
、
豊
か

な
生
物
多
様
性
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

欧
州
と
比
べ
て
も
、
森
林
を
構
成
す
る

樹
種
は
多
様
で
あ
り
、
種
の
多
様
性
も

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

生
物
多
様
性
に
関
す
る
施
策
と
し
て

は
、
様
々
な
生
育
段
階
や
樹
種
か
ら
構

成
さ
れ
る
森
林
が
、
モ
ザ
イ
ク
状
に
配

自然共生サイトの認定を受けた森林

世界自然遺産に登録されている原生的な天然林森林における樹種構成の日欧比較

知床森林生態系保護地域
（北海道斜里町）

やんばる森林生態系保護地域
（沖縄県国頭村）

サントリー天然水の森 ひょうご西脇門柳山

注１　生物多様性の損失を止め、反転させ、回復軌道に乗せること
注２　陸と海のそれぞれ少なくとも30％を保護地域及びOECM（保護地域以外で生物多様性の保全に資する地域）
　　  により保全する目標

田島山業×みんなの森プロジェクト

特
集
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置
さ
れ
て
い
る
状
態
を
目
指
し
て
、
多

様
な
森
林
整
備
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

原
生
的
な
天
然
林
で
は
、
自
然
の
推
移

に
委
ね
る
こ
と
を
基
本
に
保
護
・
管
理

等
を
、
集
落
周
辺
に
広
が
る
里
山
林
で

は
、
地
域
住
民
、
N
P
O
、
企
業
等
の

連
携
に
よ
る
森
林
づ
く
り
活
動
へ
の
支

援
等
を
通
じ
て
多
面
的
・
継
続
的
な
利

用
を
、
人
工
林
で
は
、
成
長
段
階
に
応

じ
た
間
伐
等
の
適
切
な
森
林
整
備
を

進
め
て
い
ま
す
。
人
工
林
に
は
、
伐
採

跡
地
や
幼
齢
林
が
、
草
原
性
の
生
物
の

生
育
・
生
息
地
と
し
て
の
機
能
や
猛
禽

類
の
狩
場
と
し
て
の
機
能
を
果
た
す
と

い
っ
た
一
面
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、

野
生
鳥
獣
等
に
よ
る
森
林
被
害
や
、
気

候
変
動
、
防
災
・
減
災
対
策
と
生
物
多

様
性
と
の
関
係
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

生
物
多
様
性
を
高
め
る
林
業
経

営
と
木
材
利
用
に
向
け
て

3林
野
庁
で
は
令
和
６
年
３
月
に
、
こ

れ
ま
で
の
生
物
多
様
性
保
全
の
実
践
例

も
参
考
に
し
つ
つ
、「
森
林
の
生
物
多

様
性
を
高
め
る
た
め
の
林
業
経
営
の
指

針
」
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。
林
業
事

業
体
等
が
取
り
組
む
べ
き
こ
と
は
持
続

的
な
経
営
で
あ
り
、
多
面
的
機
能
の
発

揮
や
生
態
系
に
配
慮
し
た
施
業
等
を
実

践
す
る
こ
と
で
あ
る
と
し
て
、
具
体
的

な
取
組
手
法
等
を
示
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
生
物
多
様
性
へ
の
林
業
経
営
の
貢

献
を
対
外
的
に
訴
求
す
る
こ
と
で
、
新

た
な
収
益
機
会
を
得
ら
れ
る
可
能
性
も

あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
森
林
由
来
の

J
‒
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
創
出
の
取
組
に
お

い
て
、
生
物
多
様
性
に
も
配
慮
し
、
付

加
価
値
の
最
大
化
を
図
る
例
や
、
里
山

林
の
整
備
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
広
葉

樹
を
利
用
し
て
い
く
例
も
み
ら
れ
ま
す
。

川
下
側
に
お
い
て
も
、
原
材
料
調
達

の
際
に
、
生
物
多
様
性
の
保
全
や
持
続

可
能
な
木
材
利
用
へ
の
配
慮
を
求
め
る

動
き
が
あ
り
ま
す
。
生
物
多
様
性
の
観

点
も
含
め
て
持
続
的
な
経
営
が
行
わ
れ

て
い
る
森
林
か
ら
生
産
さ
れ
る
木
材

が
、
需
要
者
に
評
価
さ
れ
、
そ
の
利
用

が
拡
大
し
て
い
く
こ
と
は
、
我
が
国
の

森
林
の
生
物
多
様
性
を
更
に
高
め
る
こ

と
に
貢
献
し
ま
す
。

今
後
も
、
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業

関
係
者
、
木
材
需
要
者
、
消
費
者
等
の

関
係
者
が
、
森
林
の
保
続
と
生
物
多
様

性
の
重
要
性
、
林
業
経
営
の
貢
献
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
ま
た
、
そ
れ
に
対
す
る
相
互
の
責

任
を
認
識
し
な
が
ら
、
生
物
多
様
性
を

高
め
る
林
業
経
営
と
、
持
続
可
能
な
木

材
利
用
の
実
践
を
通
じ
て
、
我
が
国
の

森
林
を
将
来
に
わ
た
り
受
け
継
い
で
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「赤谷プロジェクト」におけるイヌワシの狩場創出

林業を通じて多様な林齢・樹種からなる森林配置へ誘導

里山林の整備を契機とした広葉樹材活用の取組

狩場創出のための伐採試験地

一貫作業により伐採後は確実に植栽

伐採箇所の上空を飛行するイヌワシ

経済的に不利な箇所
は広葉樹等を植栽

ナラ枯れ被害防止のための広葉樹の伐採 県産広葉樹を活用した家具
（写真提供：香川県家具商工業協同組合）

令和６年度　森林・林業白書の公表　～「生物多様性を高める林業経営と木材利用」を特集～特集
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森
林
経
営
管
理
制
度
５
年
間
の
取
組

成
果

1平
成
31
年
４
月
に
導
入
さ
れ
た
森
林

経
営
管
理
制
度
は
５
年
が
経
過
し
、
本

制
度
の
活
用
が
必
要
な
市
町
村
の
ほ
ぼ

全
て
で
取
組
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
一

方
、
地
域
の
関
係
者
と
市
町
村
と
の
連

携
が
不
十
分
で
集
約
化
に
つ
な
が
っ
て

い
な
い
な
ど
の
課
題
も
あ
り
、
こ
れ
ら

を
踏
ま
え
、
令
和
７
年
２
月
に
、
経
営

管
理
の
集
約
化
を
通
じ
た
森
林
資
源
の

循
環
利
用
を
進
め
る
新
た
な
仕
組
み
の

創
設
等
を
内
容
と
す
る
「
森
林
経
営
管

理
法
及
び
森
林
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
案
」を
国
会
に
提
出
し
ま
し
た
。

「
林
業
職
種
」
の
技
能
検
定
が
ス
タ
ー

ト
～「
林
業
技
能
士
」の
誕
生
～

2林
業
従
事
者
の
技
能
向
上
、
就
業
環

境
の
整
備
及
び
社
会
的
・
経
済
的
地
位

の
向
上
、
安
全
性
の
向
上
に
よ
る
労
働

災
害
の
減
少
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
令
和
６
年
８
月
に
、
技
能
検

定
の
職
種
に「
林
業
職
種
」が
新
設
さ
れ

ま
し
た
。
検
定
の
合
格
者
は
「
林
業
技

能
士
」と
名
乗
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

木
材
自
給
率
が
近
年
で
最
も
高
い

43
％
ま
で
回
復

3木
材
自
給
率
は
、
平
成
14
年
を
底

に
上
昇
傾
向
で
、
令
和
５
年
は
43
・

0
％
ま
で
回
復
し
、
直
近
で
最
も
高

い
水
準
と
な
り
ま
し
た
。
特
に
建
築

用
材
等
（
製
材
用
材
、
合
板
用
材
）

に
お
い
て
は
、
５
割
を
超
え
て
い
ま

す
。
更
な
る
自
給
率
向
上
に
向
け

て
、
横
架
材
な
ど
国
産
材
率
の
低
い

部
材
に
お
け
る
技
術
開
発
・
普
及
等

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

中
高
層
建
築
物
等
に
お
け
る
木
造
化

の
広
が
り

4近
年
、
都
市
部
の
４
階
建
て
以
上
の

中
高
層
建
築
物
に
お
い
て
、
国
産
材
を

活
用
し
た
木
造
ビ
ル
が
多
く
み
ら
れ
ま

す
。
2
0
5
0
年
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
の

実
現
に
貢
献
す
る
こ
と
へ
の
期
待
か

ら
、
大
手
建
設
会
社
等
で
は
中
高
層
ビ

ル
等
の
建
設
の
際
に
国
産
材
を
積
極
利

用
す
る
動
き
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
店
舗
や
オ
フ
ィ
ス
な
ど
民
間
の
低

層
建
築
物
で
も
木
造
化
の
動
き
が
み
ら

れ
ま
す
。

ト
ピ
ッ
ク
ス

ト
ピ
ッ
ク
ス

森林経営管理制度に取り組む市町村数

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
代
替
す
る
バ
イ
オ

マ
ス
由
来
素
材
「
改
質
リ
グ
ニ
ン
」
の

今
後
の
展
開

5ス
ギ
を
原
料
と
す
る「
改
質
リ
グ
ニ
ン
」

は
、
加
工
性
が
高
く
、
耐
熱
性
・
強
度

に
優
れ
、
高
機
能
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
等
に
利

用
で
き
ま
す
。
林
野
庁
は
、
令
和
６
年
４

月
に
改
質
リ
グ
ニ
ン
の
今
後
の
展
開
方

向
を
取
り
ま
と
め
、
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、

愛
媛
県
鬼
北
町
で
の
大
規
模
製
造
技
術

の
実
証
の
支
援
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
と
大
雨
に

よ
る
山
地
災
害
等
へ
の
対
応

6令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
で
は
、
林

野
関
係
被
害
が
多
数
発
生
し
ま
し
た
。

林
野
庁
で
は
、
国
直
轄
に
よ
る
災
害
復

旧
等
事
業
や
民
有
林
直
轄
治
山
事
業
等

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
生
活
と
生
業

の
再
建
に
向
け
た
支
援
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
令
和
６
年
９
月
20
日
か

ら
の
大
雨
に
よ
っ
て
も
山
腹
崩
壊
等
の

被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
地
震
の
際
に

取
得
し
た
航
空
レ
ー
ザ
計
測
デ
ー
タ
も

活
用
し
、
被
害
把
握
や
復
旧
計
画
の
策

定
に
向
け
た
技
術
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

実技試験
（熊本県）

野村不動産溜池山王ビル
（©Masaki Hamada(kkpo)）
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森林環境譲与税を活用した取組 第
Ⅰ
章　
森
林
の
整
備
・
保
全

森
林
の
多
面
的
機
能
や
、
そ
の
発
揮

に
向
け
た
森
林
の
整
備
・
保
全
の
動

向
、
国
際
的
な
取
組
に
つ
い
て
記
述
し

て
い
ま
す
。
特
に
、
花
粉
発
生
源
対
策

や
、
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
た
取

組
が
進
展
し
て
い
る
ほ
か
、
山
地
災
害

等
へ
の
対
応
と
し
て
の
治
山
対
策
、
林

野
火
災
等
に
よ
る
森
林
被
害
へ
の
対
応

も
進
め
て
い
ま
す
。

第
Ⅱ
章　
林
業
と
山
村（
中
山
間
地
域
）

林
業
や
特
用
林
産
物
、
山
村
（
中
山

間
地
域
）
の
動
向
に
つ
い
て
記
述
し
て

い
ま
す
。
特
に
、
林
業
労
働
力
の
確
保

や
、「
新
し
い
林
業
」に
向
け
た
取
組
、

特
用
林
産
物
の
安
定
供
給
の
ほ
か
、
山

村
の
活
性
化
に
向
け
た
取
組
が
進
展
し

て
い
ま
す
。

第
Ⅲ
章　
木
材
需
要
・
利
用
と
木
材
産
業

木
材
需
給
、
木
材
利
用
と
木
材
産
業

の
動
向
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
非
住
宅
・
中
高
層
建
築
物
の
木

造
化
・
木
質
化
や
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

の
熱
利
用
、
木
材
輸
出
に
向
け
た
取

組
、
木
材
産
業
の
競
争
力
強
化
の
取
組

が
進
展
し
て
い
ま
す
。

新植地におけるシカ被害防止対策

森林サービス産業におけるセラピーバイク体験
（写真提供：公益財団法人しそう森林王国観光協会）

大径材にも対応できるJAS製材工場 中高層建築物の木材利用
（写真提供：ナカサ＆パートナーズ）

通年雇用や林業労働力確保に向けた
地域間連携

（受入作業員による刈払い作業）

複数の自治体連携による森林整備

各
章

有
林
へ
の
技
術
の
普
及
等
に
よ
り
森

林
・
林
業
施
策
の
推
進
に
貢
献
し
て
い

る
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

第
Ⅴ
章　
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興

海
岸
防
災
林
等
の
復
旧
状
況
や
、
し

い
た
け
等
の
原
木
と
な
る
広
葉
樹
林
の

再
生
に
向
け
た
取
組
、
安
全
な
特
用
林

産
物
の
供
給
に
向
け
た
体
制
整
備
等
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。

※
白
書
の
全
文
と
概
要
を
林
野
庁
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
過
去
の
白
書
を
含
め
て
一
括
で

キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
で
き
る
サ
イ
ト
を
林

野
庁
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
内
に
開
設
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

過去の森林・林業白書
（一括検索サービス）

https://www.rinya.maff.go.jp/
j/kikaku/old-hakusho-search/

https://www.r inya.maff .go.jp/j/
kikaku/hakusyo/r6hakusyo/index.html

令和６年度
森林・林業白書
全文・概要

令和６年度　森林・林業白書の公表　～「生物多様性を高める林業経営と木材利用」を特集～特集

第
Ⅳ
章　
国
有
林
野
の
管
理
経
営

国
有
林
野
に
お
い
て
公
益
重
視
の
管

理
経
営
を
推
進
し
て
い
る
こ
と
や
、
民
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